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３月１３日　大豊町中学校卒業式３月１３日　大豊町中学校卒業式

44
平成27年平成27年

数 字 に み る わ が ま ち
（平成２７年２月２８日現在）

(人口）合計…………… ４，320人 （－132）
　　　男………………1,957人 （－48）
　　　女……………… ２，363人 （－84）
年　少［15歳未満］………… 199人 （－13）   ４.６１％
老　年［65歳以上］……… ２，388人 （－9） ５5.27％
世帯数……………… ２，438世帯 （－46）
　　　　　　　(   )は、前年同月比数

明日へ
羽ばた

け！

明日へ
羽ばた

け！

明日へ
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豊
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大
豊
町
民 　
　

 

塾

「大豊町民防災塾」に関する問い合わせ先  … 総務課庶務班　☎⑨72－0450

今
回
お
話
し
す
る「
情
報
」は
命
を
守
る
た

め
の
避
難
な
ど
の
防
災
対
応
に
つ
な
が
る
大

切
な
も
の
で
す
。
天
気
予
報
を
見
る
時
の
よ

う
に
、
防
災
に
関
わ
る
情
報
に
も
日
ご
ろ
か

ら
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
防
災
気
象
情
報
を
ど
の
よ

う
な
点
に
注
意
し
て
利
用
し
、
防
災
対
応
活

動
に
つ
な
げ
る
べ
き
か
現
象
の
推
移
に
伴
う

３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
説
明
し
ま
す
。

 

第
一
ス
テ
ッ
プ

現
象
の
変
化
に
注
意
し
つ
つ

　
　

状
況
を
監
視
す
る
レ
ベ
ル

最
も
重
要
な
の
は
最
初
に
発
表
さ
れ
る
気

象
情
報
で
す
。
こ
の
情
報
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の

内
容
を
入
手
す
る
の
は
比
較
的
容
易
で
す
。

ど
こ
で
、
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
現
象
が

起
こ
る
か
、
を
つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切

で
、
時
間
帯
や
場
所
な
ど
を
あ
ま
り
細
か
く

読
み
取
る
必
要
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
予
想
さ

れ
て
い
る
現
象
を
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
備

え
と
し
て
頭
に
入
れ
て
お
く
こ
と
で
十
分
で

す
。
こ
の
気
象
情
報
と
前
後
す
る
よ
う
に
、

雨
や
風
な
ど
市
町
村
ご
と
に
災
害
の
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
注
意
報
が
発
表

さ
れ
ま
す
。
大
豊
町
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の

市
町
村
に
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に

は
高
知
県
気
象
情
報
の
段
階
よ
り
は
注
目

の
レ
ベ
ル
を
少
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。

 

第
二
ス
テ
ッ
プ

　

避
難
な
ど
の
防
災
行
動
へ
の

　
　
　

備
え
が
必
要
な
警
戒
レ
ベ
ル

　

さ
ら
に
、
現
象
が
激
し
く
な
っ
て
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
出
て
き
た
場
合
に

は
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
警
報
も
注
意
報

と
同
様
に
市
町
村
ご
と
に
発
表
さ
れ
ま
す
の

で
、
大
豊
町
あ
る
い
は
周
辺
の
市
町
村
に
発

表
さ
れ
た
場
合
に
は
特
に
警
戒
を
要
し
ま

す
。
注
意
報
の
レ
ベ
ル
に
比
べ
て
災
害
の
起

こ
る
お
そ
れ
が
高
い
の
で
、
避
難
な
ど
の
具

体
的
な
防
災
対
応
の
準
備
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
避
難
に
時
間
を
要
す
る
、
一
人

で
の
避
難
が
困
難
な
ど
、
よ
り
危
険
な
状
況

に
な
っ
た
時
に
直
ち
に
行
動
で
き
な
い
よ
う

な
方
や
避
難
の
途
中
で
の
危
険
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
は
、
少
し
で
も
安
全
な
時
点
で

の
避
難
が
大
事
で
す
。

　

ま
た
、雨
の
降
り
方
や
周
囲
の
川
の
水
位
、

が
け
な
ど
の
状
況
に
少
し
で
も
異
変
を
感
じ

た
時
に
は
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
避
難
な
ど

の
行
動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
し
た

異
変
や
危
険
を
感
じ
る
の
は
、
過
去
の
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
に
よ
る『
経
験
知
』の
ひ
と
つ
で

す
。
危
険
と
思
っ
た
時
に
は
直
ち
に
避
難
す

る
の
が
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
基
本
で
す
。

　

警
報
が
発
表
さ
れ
て
も
災
害
が
発
生
し
な

い
、
そ
れ
ほ
ど
激
し
い
現
象
が
起
こ
ら
な
い

な
ど
、
予
想
が
は
ず
れ
る
こ
と
が
続
く
と
、

予
想
そ
の
も
の
に
対
す
る
信
頼
感
が
失
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
警
報
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
な

時
は
実
は
普
段
の
状
況
に
比
べ
て
格
段
に
危

険
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て

災
害
が
な
か
っ
た
、
激
し
い
雨
な
ど
の
現
象

が
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
は「
今
回
は

幸
運
に
も
危
険
が
回
避
さ
れ
た
」と
考
え
る

べ
き
で
、「
オ
オ
カ
ミ
少
年
」の
例
え
と
は
異

な
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

第
三
ス
テ
ッ
プ

　

危
険
が
極
め
て
切
迫
し
て
お
り
直
ち
に

　
　
　

避
難
な
ど
の
行
動
が
必
要
な
レ
ベ
ル

　

警
報
が
発
表
さ
れ
た
あ
と
、
現
象
が
一
段

と
激
し
く
な
り
土
砂
災
害
の
危
険
度
が
高
く

な
っ
て
き
た
場
合
は
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が

発
表
さ
れ
ま
す
。
土
砂
の
崩
壊
は
土
質
や
植

生
、
斜
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
で
異
な
り

ま
す
が
、
大
豊
町
で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
危

険
度
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
は
、
町
内
全
域
で
土
砂
災
害
の
危
険
度
が

高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
現

在
い
る
場
所
の
危
険
だ
け
で
は
な
く
、
避
難

の
途
中
で
の
危
険
も
十
分
に
考
慮
し
て
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
避
難
な
ど
の
対
応
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

防
災

第
４
回　

〜
気
象
災
害
と
情
報
〜

　

警
報
が
発
表
さ
れ
た
後
も
、
雨
や
風
の
激

し
い
状
況
が
続
い
て
重
大
な
災
害
の
起
こ
る

お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
い
と
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
こ
の

警
報
は
平
成
23
年
９
月
の
台
風
第
12
号
に
よ

る
紀
伊
半
島
で
の
豪
雨
災
害
を
契
機
と
し

て
、
平
成
25
年
８
月
か
ら
運
用
を
始
め
た
も

の
で
す
。
大
豊
町
の
よ
う
な
地
形
、
道
路
事

情
な
ど
を
考
え
る
と
、
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
た
段
階
で
避
難
な
ど
の
対
応
を
と
る
こ
と

は
時
機
を
失
し
て
お
り
、極
め
て
危
険
で
す
。

少
な
く
と
も
、
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
前

の
警
報
、
あ
る
い
は
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の

段
階
で
の
防
災
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
は
、
高
知
県
で

は
１
時
間
に
120
ミ
リ
以
上
の
雨
が
観
測
さ
れ

た
時
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
相
当
す
る
よ
う
な

雨
が
レ
ー
ダ
ー
な
ど
で
解
析
さ
れ
た
場
合
に

観
測
所
名
あ
る
い
は「
△
△
市
付
近
」な
ど
と

場
所
を
示
し
て
発
表
さ
れ
ま
す
。
こ
の
情
報

は
予
想
で
は
な
く
、
実
況
を
伝
え
る
も
の
で

す
。
120
ミ
リ
を
超
え
る
よ
う
な
雨
は
大
き
な

災
害
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
の

情
報
が
発
表
さ

れ
た
時
に
は
、

す
で
に
深
刻
な

状
況
に
至
っ
て

い
る
こ
と
を
認

識
し
て
く
だ
さ

い
。

�

�
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高
血
圧
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告

血圧計の保有率

家庭血圧計の有無による測定頻度（男女別）

実施期間　平成26年度に行われた集団健診（４回）
対 象 者　40歳以上の特定健診・高齢者健診受診者
実施場所　特定健診および高齢者健診における問診会場
内　　容　①年齢　②性別　③自宅に血圧計はあるか
　　　　　④血圧測定の頻度

アンケート実施内容

　

平
成
26
年
度
、大
豊
町
内
で
行
わ
れ
た（
集
団
健
診
）特
定
健
康
診
査
お
よ
び
高
齢
者
健
診
受
診
者
を

対
象
に『
高
血
圧
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』を
実
施
し
ま
し
た
。ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■50％以上の方が血圧計を持っている！■
　血圧計を持っている方は68％と高く、年代別にみると50歳以上では半数以上の方が自宅に血圧計があると
答えています。40歳代は血圧に対する関心が低いのか血圧計を持っている方が少なかったです。

■測定頻度は「月１回」が多い！■
　　血圧の測定頻度で一番多かったのは「月１回」で、次いで「健診時のみ」でした。
　　また、女性に比べると男性の方が血圧を定期的に計測していました。

医療費分析
　●高知県の医療費は１人当たり379千円と全国１位、大豊町は496千円と県平均と比較しても高い
　●診療費第１位は高血圧症！

高血圧と介護保険　血圧管理で防げます！
　●40～74歳までの介護認定申請者をみると、申請の原因として、脳血管疾患が占める割合が53.4％！

年1回は自分自身のために健診を受けましょう！　～年１回　無料健診で　一石二鳥～
　●医療費に差が出る！
　　健診未受診者の医療費が11,043円に対して健診受診者は5,909円と半分に抑えられる
　●平成25年度の大豊町における死因のベスト３
　　１位　心疾患 (20.4％)　２位　がん (15.1％)　２位　脳血管疾患 (15.1％)

健診受診で早期発見し、早期治療で重症化予防
　●健康管理は日々の生活から！自分自身でできるセルフコントロール
　　【体重測定】毎日体重をはかりましょう。体重の増減は健康のバロメーターです。
　　【血圧測定】毎日決まった時間に血圧測定をしましょう。健康の目安として家庭血圧をはかりましょう。
　　【減　　塩】減塩を心がけバランスのとれた食事をとりましょう。健康は食生活から。
　
40歳から特定健診・がん検診を受診しましょう！（健診については広報誌５月号に掲載予定です）

40歳代

毎日 週１回 月 1回 年数回 健診時 毎日 週１回 月 1回 年数回 健診時

(男性) (女性)

50歳代 60歳代 70歳代 80歳代

３人

21.9％ 21.9％
28.1％

37.5％ 37.5％

17.2％
14.1％

18.8％

3.1％
0.0％

13.0％

19.6％ 19.6％
18.6％

22.8％
25.0％

27.9％

18.8％

0.0％
4.7％

９人 ９人 ７人

17人 15人

60人

21人
28人

63人
あり
なし

あり　　なし あり　　なし
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町民バス町民バス時刻表
［立川線］ 平成27年度
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町民バス時刻表
［西峰線］ 平成27年度
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ご利用にあたっての注意事項
○児童・生徒の安全を最優先とするため、停留所以外での乗降はできません。
○児童・生徒を優先するため、一般住民の方は乗車できない場合があります。
○時刻表は、学校からの要請（学校行事等）により、予告なしに変更される場合があります。

通 学 バ ス 標 準 時 刻 表
平成27年度
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電　　話
役場　72-0450
ふれあいセンター
　　　73-0811
農業センター
　　　73-0978
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3年半ありがとうございました！3年半ありがとうございました！

３
年
９
カ
月
の

活
動
を
振
り
返
っ
て

根
木　

智
宏

　

初
め
て
大
豊
町
に
来
た
の
は
、
平

成
23
年
6
月
下
旬
の
雨
の
日
で
し

た
。
山
荘
梶
ケ
森
で
面
接
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
、
役
場
の
車
中
で
窓
ガ

ラ
ス
が
雨
で
濡
れ
そ
ぼ
り
暗
く
な
っ

た
山
道
を
、
不
安
交
じ
り
に
見
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
穴

内
地
区
の
棚
田
再
生
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
農
業
の
心
得

す
ら
な
い
私
を
大
き
な
心
で
迎
え
入

れ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
、
た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
何
も
で
き
ず
、
何
も
伝
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
3
年
で
し

た
が
、
日
々
を
楽
し
く
元
気
に
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
過
ご
せ

た
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
「
結
い
」
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

お
お
と
よ
結
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
た
際
、
誰
も
来
や
し
な
い
と

言
わ
れ
た
中
、
取
り
組
み
を
全
国
紙

が
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
り
、
募
集
を

扱
お
う
と
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
っ
た

ピ
ッ
ピ
ネ
ッ
ト
、
大
豊
町
へ
の
熱
い

思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

皆
さ
ん
。
瞬
く
間
に
支
援
・
協
賛
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

地
味
だ
け
ど
、
今
で
は
大
学
・
企

業
・
個
人
の
方
々
が
広
く
参
加
で
き

る
取
り
組
み
に
ま
で
育
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
大
豊
発
の
取
り
組
み
が
末

長
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
か
ら
は
集
落
支
援
員
と

し
て
立
川
地
区
の
担
当
と
な
り
ま
し

た
。
歴
史
街
道
が
あ
る
と
い
う
の
で
、

出
掛
け
て
現
地
を
見
た
と
き
の
感
動

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
奇
跡

に
も
近
い
完
全
な
状
態
で
残
さ
れ
た

江
戸
時
代
の
街
道
を
守
り
伝
え
て
き

た
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
は
ど
れ

ほ
ど
か
、
な
ん
と
し
て
も
「
大
豊
の

宝
」
に
。
活
動
半
ば
で
去
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
に
申
し
訳
な
い
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
大
豊
の
え
い
と
こ
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
国
内
外
へ
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
活
動
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

ま
だ
ま
だ
振
り
返
り
ま
せ
ん

岡
田　

裕
介

　

大
豊
町

地
域
お
こ

し
協
力

隊
・
集
落

支
援
員
と

し
て
３
年

半
、
岩
原

地
区
を
担

当
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

土
地
勘
の
な
い
私
た
ち
一
家
を
温

か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
お
力
添
え
を
賜
り
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
３
人
家
族
が
５
人
家
族

に…

。

　

大
豊
町
に
、
岩
原
地
区
に
残
せ
た

成
果
は
人
口
５
人
増
加
、
平
均
年
齢

の
若
干
低
下
、
く
ら
い
し
か
思
い
当

た
ら
ず
た
だ
た
だ
皆
さ
ま
か
ら
受
け

た
ご
恩
に
感
謝
で
す
。

　

な
の
で
こ
こ
か
ら
延
長
戦
！

　

こ
れ
か
ら
は
一
地
元
住
民
と
し
て

暮
ら
し
、
景
観
整
備
に
従
事
し
て
き

た
職
人
と
し
て
の
技
術
を
生
か
し

て
、
少
し
ず
つ
で
も
支
え
合
い
の
文

化
の
一
員
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　平成 23 年から、地域おこし協力隊・集落支援員として活躍していただいた根木智宏さんと
岡田裕介さんが 3月末で退任することになり、3年半過ごした大豊町の思い出などを綴っても
らいました。新しい環境での活躍を期待しています！

　神奈川県で13年間造園業をしていました。
　この度、大豊町にて起業いたします。
　剪定・伐採・枝下し・刈込・草刈・作庭・外構・
空家やお墓周り等の緑地管理・一本だけでも。
　これからもどうぞよろしくお願いします。

宣　伝
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　３月13日、大豊町中学校卒業式が行われました。第６期卒
業生24人の皆さんの門出を心より祝福するとともに、それぞ
れの道で夢や希望が実現することを心より願っています。

　３月13日、大豊町中学校卒業式が行われました。第６期卒
業生24人の皆さんの門出を心より祝福するとともに、それぞ
れの道で夢や希望が実現することを心より願っています。

秋山　啓斗さん…色々な事があった３年間だったけど楽しい毎日でした。
　　　　　　　　これからは将来の夢に向かって頑張っていきたいと思います。
小笠原　透さん…バドミントンでは優勝を何度もし、授業ではみんながすごくにぎやかで、このクラス

にいて毎日楽しかったです。卒業してからもまたみんなに会いたいです。
小笠原直斗さん…とても短い３年間でしたが、充実していた学校生活が送れて良かったです。
　　　　　　　　みんなと一緒に楽しい時間が過ごせてうれしく思っています。
上地　直也さん…将来は三協運送を継いで、すごうでのトラックドライバーとリフトマンになりたいです。
　　　　　　　　これから色んなことを将来に向けてがんばります。
関口　裕太さん…楽しく明るい、良いクラスでした。これからも友達を大切にしていきたいと思います。
原　　功成さん…入学当日の僕と今の僕を比べると、びっくりするくらい成長しました。
　　　　　　　　高校に行ったら勉強と部活動を一生懸命がんばりたいと思います。
平野　晋平さん…皆と過ごした３年間は毎日が本当に楽しかったです。
　　　　　　　　将来の夢はバドミントン選手になることなので、高校でもがんばります。
又川　龍輝さん…地域の人達、先生、友達、家族、みんなありがとうございました。
　　　　　　　　高校では、文武両道で頑張ります。
森本　　蓮さん…３年間で楽しかったことは、友達と遊んだり、話したり、思い出をつくれたことです。
　　　　　　　　中学校生活はマジでリアルガチで楽しかったです。
山﨑　冬馬さん…３年間めっちゃ楽しかった。オーストラリア研修は、とても楽しかったです。
　　　　　　　　将来の夢は、石原さとみに似ている人と結婚することです。
山中　雄真さん…毎日が充実した中学校生活でした。つらい時もあったけど、皆の笑顔をバネに頑張るこ

とができました。これからもこの出会いを大切にし、高校生活を楽しんでいきたいです。
秋山　和美さん…みんなとすごした時間は、ほんまに宝物です！将来の夢は、音楽関係の仕事に就きたい

と思っています。夢をかなえられるように、一生懸命頑張りたいです。
加藤　　葵さん…転入生だった私を温かく迎えてくれた大豊町中学校のみなさん、本当にありがとうご

ざいました。みなさんと過ごした日々は忘れません。
上村ひかるさん…楽しい時や悲しい時、いつもいっしょにいてくれたのは友達や家族でした。どちらも私

にとっては大切な存在です。これからも迷惑をかけるかもしれませんが、よろしくお願
いします。

桒名　春佳さん…人と会えば必ず挨拶することも、人数が少ない分、人同士の結束力の高い大豊町で育っ
たからだと思います。高校へ入学してもこの町で学んだことを忘れず、精一杯努力して
いきます！

酒井　美穂さん…この３年間が楽しかったのは、私を支えてくださった皆さんがいたからです。
　　　　　　　　先生方、大豊町に住む方々、私の家族、クラスのみんなに感謝しています。
佐藤　未来さん…今までお世話になりました。
都築　有紗さん…みんなに助けられてばかりの３年間でした。
　　　　　　　　毎日が楽しくてめちゃくちゃ良いクラスでした。いつか恩返ししたいです！

都築　李来さん…３年間、とてもお世話になりました。オーストラリアに行ったり職場体験させてもらった
り感謝してます。これからも自分の夢、やりたい事に向けて努力します。

西村　珠里さん…大変なこともあったけど、全部ひっくるめてすごく楽しかったです！
　　　　　　　　このクラスのみんなといっぱい思い出をくれてほんとに良かったです！

西村　　悠さん…この23人と一緒のクラスで３年間過ごした事が一番の思い出です。
　　　　　　　　高校生になったら将来の夢を叶えられるようたくさん努力します。
山崎　万葉さん…中学校生活は、とても楽しく充実した毎日を送ることができました。
　　　　　　　　皆別々の高校に行きますが、これからもよろしくお願いします。
山中　静良さん…この学校で、クラスで思い出がつくれたことを誇りに思います。
　　　　　　　　高校では別々になる人もいますが、またみんなで集まれたらいいなと思います。
𠮷村　美玲さん…３年間、毎日が楽しかったです。
　　　　　　　　部活動ではしんどい事もたくさんありましたが、とてもいい経験ができました。

教育委員会だより育委員会だより
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しっかり安全確認を！しっかり安全確認を！

○ウインカーやブレーキランプな
どの合図を早めに出す
○夕方は早めにライトを点灯する

ピッカリ運動継続中！！

　新入学児童を目にする季節となりました。
大人が率先して交通ルールを守り、導き、小
さな命を事故から守りましょう。

ドライバーの
皆さんへ ①住宅地域の道路では「飛び出し」

を警戒
②駐停車車両の陰に目配り

③右左折時は、側方にも目配り
④子どもを発見したら、その反
対側にも目配り　
⑤横断歩道付近にしっかり目
配り

保護者の皆さんは
実地で安全指導を
お願いします！

保護者の皆さんは
実地で安全指導を
お願いします！

車で事故に遭わない起こさないために…車で事故に遭わない起こさないために…
＊事故防止に役立つ情報を
知る
　→安全教室に参加する
＊交通状況をよく見て慎重
に判断する
　→経験や慣れに頼らない
＊視界から把握できない危
険に注意を向ける
　→「もしかしたら…」
　　の気持ちを忘れない
＊体調がおかしいなと感じ
たら運転しない

○ウインカーやブレーキランプな
どの合図を早めに出す

たら運転しない

アピールしてますか？
「見せて知らせる」
ことの大切さ

新入学児童を事故から守る

町内高齢者
（６５歳以上）の
免許保有人口
総数　１，０５７人
　　　　　　（４１％）

　６５歳～６９歳 ３０３人
　７０歳～７９歳 ４７２人
　８０歳～８９歳 ２６６人
　９０歳以上 １６人
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まちのできごと

　２月26日、高知県安全安心まちづくり推進会議総
会が行われ、大豊町安全推進町民会議が功労団体表
彰（団体の部）を受賞しました。
　本会議は、交通事故防止や犯罪の絶滅など、安全
な地域社会の実現を図ることを目的に活動している
団体です。
　高齢者宅訪問活動に重点を置いた振り込め詐欺被
害防止、交通事故防止の呼びかけなどの活動が評価
され表彰されました。

　３月10日、大豊町中学校の生徒が育てた人権の花
運動のプランターを、大豊園へ贈呈しました。
　人権の花運動は、花を育てることを通じて、命の
大切さを学ぶとともに相手をいとおしむ心を育むこ
とを目的として行われており、11月に生徒が苗を植
え、育ててきた花を、生徒会の皆さんが大豊園の利
用者に手渡ししました。
　とても寒い日でしたが、きれいに咲いた花と生徒
の笑顔に、利用者の方も喜んでくれました。

安全安心まちづくり功労団体表彰受賞！ 大きく育ちました！ ～人権の花運動～

　

新
聞
に
投
稿
し
よ
う
と
書
い
た
福
寿
草
ま
つ

り
の
こ
と
を
先
に
投
稿
さ
れ
て
い
た
方
が
い
た
の

で
投
稿
で
き
ず
、
残
念
が
っ
て
い
た
奥
さ
ん
に

内
緒
で
、
高
知
市
の
戸
田
さ
ん
が
原
稿
を
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
や
っ
と
福
寿
草
の
里
へ
見
に
行
く
こ
と

が
で
き
た
奥
さ
ん
の
喜
び
。
そ
の
気
持
ち
が
詰

ま
っ
た
原
稿
を
、
な
ん
と
か
投
稿
し
て
あ
げ
た

い
と
い
う
ご
主
人
の
優
し
さ
。

　

幸
せ
を
招
く
花
、
大
豊
町
の
福
寿
草
が
二
人

に
幸
せ
を
運
ん
で
く
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
、

ま
た
、
福
寿
草
を
守
り
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

　26年前、
私は苦労の末

やっとわが子に
会える喜びで

幸

福いっぱいでし
た。そんな時、

仕事で福寿
草まつりに出掛

け

た主人が、蚕
の繭を加工し

た小さな福寿
草の置き物を

おみ

やげに買ってき
てくれました。

　私たちにも
やっと春が来

たように思い、
またわが子の

幸福

を願うとともに
、いつかはその

花を実際に見
てみたいと思

って

おりましたが、主
人の転勤で郡

部への引っ越
しや、子育て

等

日々 の生活に
追われ出掛け

る機会を何度
も失っていまし

た。

　今年こそは
と考えた私は

、主人に猛ア
ピールを続け

、やっ

と願いが叶え
られ２月11日に

訪れることがで
きました。

　長い歳月、
会いたいと待

ち焦がれた福
寿草は、冬枯

れ

のまだ白い雪
が残る山里の

あちこちに春を
告げるかのよう

に、

ひっそりと咲い
ていました。

　晩冬の太
陽をいっぱいあ

びて、鮮やか
な黄色の花

弁は

絹のように輝き
、春を告げる

妖精というキャ
ッチフレーズが

ぴっ

たりだと感じまし
た。

　やっと会えた
ね、とつぶやき

ながら山の斜
面を登って行

きま

したが、歳月の
重みは体にも

重く足腰の衰
えを感じました

。

　でも、山里
の空気はとて

もおいしく福寿
草に元気をい

っぱ

いもらったような
気分でした。

　昨年は我
が家にもかわ

いいお嫁さん
が加わり、皆

がいつ

までも幸福で
ありますようにと

願いながら山
里を後にしまし

た。

戸田 香里（
高知市）

福
寿
草 

が
運
ん
で
き
た 

幸
せ

２月26日、高知高知 安県安全安全安心ま心まちづちづくくり推進推進会議会議総総
会が行われ、大豊町安全推進町民会議が功労団体表
彰（団体の部）を受賞しました。

安全安心まちづくり功労団体表彰受賞！

３月10日、大豊大豊 中町中学校学校 生の生徒が徒が育育てた人た人権権の花花
運動のプランターを、大豊園へ贈呈しました。
人権の花運動は 花を育てることを通じて 命の

大きく育ちました！ ～人権の花運動～




